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 親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた！”（愛称：ＢＰ）は、平成 22 年 11 月

20 日に開催したＮＰＯ法人こころの子育てインターねっと関西（以下、ＫＫＩと略称）

主催の第 23 回フォーラム「親子の絆づくりプログラム“赤ちゃんがきた！”（ＢＰ） お

披露目フォーラム」にて発表しました。そして、平成 23年 2 月より、０歳児を初めて

育てている母親対象に実際にプログラムの実施がはじまりました。 

ＢＰプログラムは、予想以上に好評で、平成 24年  表１ 都府県別、ＢＰ実施数 

３月までの１年２か月の間に全国で121プログラムが   （2011年２月～2012年３月） 

実施されました。その都道府県別内訳を表１に示しま

す。表１からわかりますように、まだ関西中心ですが、

今後は全国に広がる勢いを感じています。 

本報告は、平成 23 年２月から平成 24 年３月までに

行われたＢＰプログラムについて、プログラム終了後

に実施された参加者アンケートの評価結果です。なお、

ＢＰＪ資格認定機構のホームページ

（http://bp-japan.kids.coocan.jp/）にもアップして

いますので、ご覧ください。 

 

１．ＢＰプログラムの特徴と目的         

ＢＰプログラムは、次ページ図１に示すように、赤ち

ゃんを初めて育てている母親のための参加型のプログラ

ムです。ここ数年、子育て支援の分野では親支援プログ

ラムに関心が集まっていますが、日本で実施されている

親支援プログラムはほとんどが外国で作られたものです。

しかし、ＢＰは日本の文化も考慮し、日本で開発された

プログラムです。 

ＢＰプログラムのめざすところは、０歳時期から仲間

づくりと少し先を見通した育児知識の提供により、親の育児不安・育児ストレスを軽減す

ることです。そのことにより、親子の絆を深め、子どもの心に心の安定根を育むことをめ

ざしています。結果として、以下に示すことが可能になります。 

①子ども虐待の発生予防 

②心身ともに健康な子どもを育てること 

③“子育てする人生を選んで良かった”と思えるような親の人生への支援 

④子育てしやすい街づくり 

これら①～④はＢＰプログラムの目的とも言えるものです。 

 

 

山形県 １ 

東京都   ６ 

新潟県  １ 

富山県  １ 

岐阜県  ２ 

滋賀県   ６ 

京都府 １１ 

大阪府 ２３ 

兵庫県  ７ 

奈良県  ６ 

鳥取県  １ 

岡山県  ３ 

広島県 ２７ 

愛媛県  ７ 

熊本県  １７ 

鹿児島県   １ 

沖縄県   １ 

合計  １２１ 



３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図１ ＢＰプログラムの２つのタイプ 

 

２．調査対象と調査方法 

 本調査結果は、平成 23年２月から平成 24 年３月までに全国で実施された 121 のＢＰ

プログラムの内、アンケート調査に不備のない 107 プログラムです。調査対象となった

参加者数は 1,024 人です。プログラムのタイプ別内訳は、表１のとおりです。 

この調査は、ＢＰプログラムの最終回（第４回）の最後に、会場で参加者に記入して

もらい、その場で回収したものです。以下の文章で紹介する結果は、図 10 以外は、前

期と後期を合わせた 114 プログラムの結果です。 

この調査は、プログラム数も参加者数も多いことから、参加者のＢＰプログラムに対

するかなり正確な評価と考えることができます。 

 

表２ 調査対象のＢＰプログラムのタイプとプログラム数、参加者数 

  プログラム数  参加者数 

前期プログラム 

（２～６か月の第１子とその母親） 

  ９４   ８５０人 

後期プログラム 

（５～８か月の第１子とその母親） 

  ２０   １７４人 

     計   １１４  １,０２４人 
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３．参加のきっかけは？ 

 図２に「このプログラムに参加したきっかけは何ですか」という質問の結果を示しま

す。参加者の募集方法は、ＢＰプログラムを実施する上で非常に大事なポイントです。

赤ちゃんを初めて育てている母親には情報が届きにくく、特に前期の対象である２～６

か月の赤ちゃんを初めて育てている母親には届きにくいですから、参加者の募集にはど

こでもかなりの工夫がなされています。前期の対象者に的確に情報を伝えるには、母子

保健部門との連携が欠かせないと考えています。 

 図２の結果を見ると、前期で「市町の広報・ホームページ・ちらし」が、43.1％と意

外に多い結果になっています。「ちらし」は、「こんにちは赤ちゃん事業」で配布する場

合もあり、広報やホームページとは同列には考えられない面があります。 

「関係者からの紹介」は前期で 37.8％、後期で 42.6％と、後期の方が多くなっていま

す。後期の対象者（５～８か月の赤ちゃんを育てている母親）は、子育て広場などに出

てくることもあるために、「関係者からの紹介」が多くなっていると考えられます。 

 

 

図２ このプログラムに参加したきっかけは何ですか 

 

４．ＢＰプログラムの枠組みは、参加者のニーズに合っているか 

 ＢＰプログラムは次ページ表２に示すように、毎週１回、連続４回のプログラムです。

１回の時間は２時間で、最初の 90分は構造化されたプログラムで、後半の 30 分は参加

者同士の自由・交流タイムです。 

このようなＢＰの枠組みが「参加者の実状に合っているかどうか」を知るために、「Ｂ

Ｐは４回のプログラムですが、回数はどうでしたか」と「１回は２時間（後半 30 分は

自由交流・質問時間）ですが、時間はどうでしたか」という２つの質問をしました。 
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 図３に「ＢＰは４回のプログラムで    表２ ＢＰプログラムの枠組み 

すが、回数はどうでしたか」という質

問の結果を示します。ＢＰの回数につ

いては、「ちょうどいい」が 68.4％で

３人に約２人、「少ない」が 31.2％で

３人に約１人で、「多い」は 0.4％と

参加者 1,024 人の内の４人と極めて

少ないという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ＢＰは４回のプログラムですが、回数はどうでしたか 

 

次ページ図４に、「１回は２時間（後半 30 分は自由交流・質問時間）ですが、時間は

どうでしたか」という質問の結果を示します。ＢＰの時間は、「ちょうどいい」が 93.4％

と大半であり、「短い」が 4.3％、「長い」は 2.3％でした。すなわち、回数はもっと多

くても良いという参加者もいるが「長い」という不満はほとんどありませんでした。 

これらの結果より、毎週１回、連続４回、１回２時間という枠組みは、参加者の実情

にあっていることがわかりました。 

 

対 象 者

と人数 
第 1 子と母親  ５組～20 組 

プログラ

ムの 

タイプ 

２タイプあります 

・前期（２～６か月児とその母親） 

・後期（５～８か月児とその母親） 

時間 
２時間。ただし、後半 30 分間は 

交流・質問タイム。 

回数 
毎週 1 回、同じ曜日同じ時間帯で、 

連続４回 

進め方 

・資格あるファシリテーター2 名で

進行。 
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図４ １回は２時間（後半 30 分は自由交流・質問時間）ですが、時間はどうでしたか 

 

５．参加者が安心して安全に参加できるプログラムになっているか 

 ＢＰが最も大切にしていることは、参加者が安心して安全に参加できることです。実

際のＢＰではどうなっているのか、を確かめるために、「このプログラムでは、参加者

の安心・安全は守られていましたか」という質問をしました。その結果を図５に示して

います。「守られていた」が 95.5％と圧倒的に多く、「まあまあ守られていた」が 4.2％

で、合わせると 99.7％でした。「あまり守られていなかった」が全参加者の内の２人、

「守られていなかった」が１人でした。このように、実施されたＢＰでは参加者の安全・

安心は守られていたと考えられます。 

少ないとは言え、「守られていない」と感じた参加者がいたため、他の回答も見てみ

ましたが、ＢＰプログラムそのものには「とても満足」という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ このプログラムでは、参加者の安心・安全は守られていましたか 
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６．ＢＰプログラムのミッションは達成されているか 

 ＢＰプログラムのミッション（使命）は、図６に示すように、「０歳時期からのピア

レビューができる仲間づくり」と「少し先を見通した子育て知識の提供」により、親の

育児不安や育児ストレスを軽減し、心身ともに安定した状態で親が子どもにかかわれる

ようにすることです。これらがＢＰの短期ミッションです。そのことが親子の絆を深め

ることにつながり、子どもの心に「心の安定根」が生まれると考えています。そして、

「心身ともに健康な子どもを育てる」とともに子育てする人生を選んで良かったと思え

るよう「親の人生を支援する」ことが、中・長期ミッションです。 

 ＢＰプログラムのミッションが達成できているかどうかを確認するために、「このプ

ログラムに参加して、赤ちゃんのことや育児のことを話し合える友だちはできましたか」

「このプログラムに参加して、育児の方法について、何か新しい知識が得られましたか」 

「テキストは、役に立ちましたか」「このプログラムで、こころに残った内容は？」と

いう４つの質問をしました。それらの結果をそれぞれ図７～図９、及び図 11 に示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ ＢＰプログラムのミッション（使命） 

 

（１）ＢＰに参加して、ピアレビューができる育児仲間ができただろうか 

 育児にはただひとつの正しい答えがあるわけではありません。そのためもあり、ピア

レビューができる子育て仲間の存在は極めて大きなものです。ＢＰプログラムのひとつ

のミッション「ピアレビューができる０歳時期からの仲間づくり」でいう「ピア」とは、

同等の、同じ立場の、という意味です。「レビュー」は、練習、復習、おさらい、とい

う意味で、「ピアレビューができる０歳時期からの仲間づくり」とは、子育てについて
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お互いに学び合える、そんな友だちづくりをイメージしています。 

図７に「このプログラムに参加して、赤ちゃんのことや育児のことを話し合える友だ

ちはできましたか」という質問の結果を示します。図７からわかるように、「赤ちゃん

のことや育児のことを話し合える友だち」が「できた」は 54.2％であり、半数を越え

ています。「少しできた」が 39.7％であり、「できた」と合わせると 93.9％です。この

ように、ほとんどの参加者が程度の差はあれ、ＢＰプログラムに参加することで友だち

ができていることがわかります。 

 

図７ ＢＰプログラムに参加して、赤ちゃんのことや育児のことを話し合える友だちは

できましたか 

 

（２）ＢＰに参加することで、「育児の方法について、新しい知識」が得られているだ

ろうか 

 現代日本での子育てをめぐる諸問題の大きな原因は、親の育児経験の不足です。小さ

な子どもにかかわったことがないままに親になる人が半数を大きく越えています。子ど

もを知らないということが、育児不安や育児ストレスの大きな原因になっています。そ

のような現状認識からＢＰプログラムでは、「少し先を見通した子育て知識の提供」を

もうひとつのミッションにしています。 

次ページ図８に「このプログラムに参加して、育児の方法について、何か新しい知識

が得られましたか」という質問の結果を示します。図８からわかるように、ＢＰプログ

ラムに参加して「育児の方法について、何か新しい知識」が「得られた」が 72.5％、「少

し得られた」が 29.6％であり、合わせると 99.4％です。「あまり得られなかった」が

1024 人全体のうち６人で、「ぜんぜん得られなかった」は０人です。 

 ＢＰプログラムでは、独自の参加者用テキスト（Ａ５版 132 ページ）を毎回使用し

ます。コンパクトなテキストですが、育児に必要なことはほとんど記載されています。 
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図８ ＢＰプログラムに参加して、育児の方法について、何か新しい知識が得られまし

たか 

「少し先を見通した子育て知識の提供」というＢＰのミッションを達成する上で、この

テキストの存在は大きな意義があります。 

「このテキストは役に立ちましたか」という質問の結果を図９に示します。「とても

役に立った」が 47.5％、「少し役に立った」が 48.2％であり、合わせると 95.7％と高

率です。このことから、テキストは好評であると言えます。 

以下で述べますが、ＢＰプログラムの参加者の心に残った内容では、「心の安定根」

や「生活リズム」、「親になること」という項目が多く挙げられています。これらのこと

は、「少し先を見通した子育て知識の提供」というＢＰのミッションはかなり達成でき

ていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ テキストは、役に立ちましたか 
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（３）ＢＰプログラムに参加して、こころに残った内容は？ 

 ＢＰプログラムのアウトライン（毎回の内容の概略）を図 10 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-ａ ＢＰプログラム（前期）のアウトライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-ｂ ＢＰプログラム（後期）のアウトライン 
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アンケートでは、ＢＰプログラムｋの内容について、「このプログラムで、こころに

残った内容は？」という質問をしています。その結果を図 11 に示します。回答の選択

肢が前期プログラムと後期プログラムで少し異なりますので、図 11－ａに前期プログ

ラムでの結果を、図 11－ｂに後期プログラムの結果を示します。 

 前期プログラムでは、最も多いのは「心の安定根」で 65.4％、２番目に多いのが「生

活リズム」で 41.4％、以下「親になること」38.5％、「ピエロバランス」32.2％、「心

の発達と遊び」25.3％、「泣くこと」24.7％、「危険防止」9.8％、「その他」2.1％とな

っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11－ａ このプログラムで、こころに残った内容は？（いくつでも可）：前期 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11－ｂ このプログラムで、こころに残った内容は？（いくつでも可）：後期 
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後期プログラムでは、最も多いのは「心の発達と心の安定根」で 53.4％、２番目に

多いのが「ピエロバランス」48.3％で、以下「からだの発達と危険防止」43.2％、「生

活リズム」38.6％、「食事」30.7％、「親になること」27.3％、「親になること」27.3％、

「その他」2.8％、となっています。 

「心の安定根」は、使用するＤＶＤの「育児の基礎知識」で毎回登場する内容であり、

かなり参加者の心に残っていることがわかります。「親になること」と「ピエロバラン

ス」は前期・後期ともに第４回の内容で、「心の安定根」とともにＢＰプログラムが伝

えたい核心の部分ですが、それらがよく浸透していることがわかります。前期では「生

活リズム」「危険の防止」が第２回の内容であり、「泣くこと」「心の発達と遊び」が第

３回の内容になっています。後期では、「生活リズム」と「食事」が第２回の内容であ

り、「からだの発達と危険防止」が第３回の内容です。第２回、第３回の内容もそれな

りに参加者の心に残っていることがわかります。 

このように見てくると、「心身ともに健康な子どもを育てるとともに子育てする人生

を選んで良かったと思えるよう親の人生を支援する」というＢＰプログラムの中・長期

ミッションもかなり達成できるのではないかと期待がもてるように思います。 

 

７ ＢＰプログラムは育児に役立っているか 

 参加者が育児をする上で、ＢＰプログラムが役立っているかどうか、を調べるために、

「このプログラムは、あなたの育児に役立ちましたか」という質問をしました。その結

果を図 11に示します。「とても役立った」が 81.2％と高率で、「少し役立った」18.5％

と合わせると 99.7％になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 このプログラムは、あなたの育児に役立ちましたか 
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８ 参加者はＢＰプログラムに満足しているだろうか 

 参加者がＢＰプログラムに満足しているかどうかを知るために、「このプログラムに

参加しての満足度はどうですか」と「このプログラムを他の母親にすすめたいと思いま

すか」という２つの質問をしました。それらの結果をそれぞれ図13と図14に示します。 

図 13 からわかるように、「とても満足」と答える参加者が 82.8％と非常に多く、「ま

あまあ満足」16.8％で、合わせると 99.6％に達します。一方、「やや不満」は全参加者

1024 人の内４人で、「不満」は０人でした。このように、圧倒的多数の参加者がＢＰプ

ログラムに満足していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 ＢＰプログラムに参加しての満足度はどうですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 ＢＰプログラムを他の母親にすすめたいと思いますか 
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一方、「このプログラムを他の母親にすすめたいと思いますか」という質問結果（図

14）では、「ぜひすすめたい」が 79.6％、「すすめてもいい」が 20.4％でした。「ぜひす

すめたい」と「すすめてもいい」を合わせると 100％になり、「あまりすすめたくない」

「すすめたくない」はともに０人でした。このように、ＢＰプログラムは、参加者から

圧倒的に支持されていることがわかります。 

 

９．このプログラムに参加して、赤ちゃんに対する思いや接し方に変化はありましたか 

「このプログラムに参加して、赤ちゃんに対する思いや接し方に変化はありましたか 

」という質問は、自由記載ですが、その結果のいくつかを次ページの表に示しています。 

 

 以上見てきましたように、ＢＰプログラムは、参加者にとって安心・安全なプログラ

ムであり、参加しての満足度も非常に高いという結果が得られました。また、単に「満

足」というだけではなく、ＢＰプログラムのミッションである「ピアレビューができる

仲間づくり」や「育児の基本的な知識の獲得」においても高い成果を挙げていることが

わかりました。そして、「心身ともに健康な子どもを育てるとともに子育てする人生を

選んで良かったと思えるよう親の人生を支援する」というＢＰプログラムの中・長期ミ

ッションについても達成できるのではないかという期待がもてる結果でした。 

この調査結果により、ＢＰが参加者にとって非常によいプログラムであることがあき

らかになりましたので、NPO 法人こころの子育てインターねっと関西として、さらに自

信をもってＢＰをひろめる活動を展開していきたいと考えています。 
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